
「無条件幸福について」カオル

しかし我ながら「だいそれたイベント名をつけちゃったなあ」と想う。
もちろん通常使われる「無条件降伏」のパロディである。

このイベントにくれば誰もがが無条件に幸福になれるといいなと。

「唄える唄があり　唄える場所があり　それを愉しみにしてくれるお客さんもいる。
　オレたちはとても幸福だ。

　だからお客さんが同じ気持ちになってくれてら素敵だな。
　電車を乗り継ぎ　坂道を上る足音。チケットを買って　拍手をする音。それも音楽なんだ」

　

カオルも千綿も洋平もスタッフも　このイベントは「特殊で気持ちのいいプレッシャー」がある。
特に初回（第１話）が好評だっただけに今回はすごく大変だろう。

正直言って自信はない。でも意気込みはある。

個人的にこのイベントをやるにあたって原則をつくった。

１　予定調和　シナリオ（台本）などを極力排除する。
２　いわゆる「３バンドでひとり３０分やって最後にセッションで終わり」。

そんなカンジのイベントには絶対にならないように。
３　「ライブ　生で観る」というのを大前提。

カオルは想う。
最近はデジタルやインターネットが進化していて

「ライブを見る価値」というのがガクンと落ちているのではと。
それはライブハウスや出演者に問題がある。

５バンドも６バンドも出して「最後まで全バンド観ていって」はお客さんには大変だろうと想う。
また出演者も「CDの再現」的なライブをやっていては  「じゃあユーチューブとかDVDでいいや」になってしまう。

わざわざライブに行ってもMCも曲も同じだし。。。
そういう「悪い主流」になりつつある現状を打破したい。

カオルは想う。
CDは例えば冷凍食品のようなもの。

いつでもレンジでチーンとやれば　かならず同じ音が流れてくる。
お金もかからないしママがいなくても大丈夫。

車でも電車の中でもそれを楽しめる。

ライブは「気まぐれなコックさんの食堂」のようなもの。
コックの気分や体調や機嫌で素材選びや調理法が変わる。

そして目の前で料理しているスガタが観られる。微妙に味が違う。
塩を入れすぎることもあるけれど　偶然のヒラメキで想定外の美味しい料理になるコトもある。

どちらの方がいいとかそんなのわからないが
居酒屋のチェーン店のように「完璧すぎるレシピ」は

「アクシデントも含めたライブのよさ」を殺してしまう気がする。

前回は楽屋をステージにセットしたり　質問コーナーを用意したり血判状を配った。
洋平がいい具合に酔っぱらい「同じ女性に５回フラれた話」とか面白かった。

オレがつくった映像も千綿の涙も悪くなかった。

前回の無条件幸福を見てくれたヒト。
感想や願いや「観客としての意気込み」を訊かせて欲しい。

そして「ムリのない自然な倍々ゲーム」で　オレたちが宣言した「武道館でやろうぜ」を
「みんなといっしょにつくって行きたい」と考えている。

こんなご時世だからこそ夢を見たい。

〜たとえばそれが　叶わぬ夢でも
　なにもないよりは　マシな気がする

　オマエの瞳が　見つけたものを
　オマエだけのコトバで　話してくれ〜　カオル新曲より。

では。２月７日。渋谷 O-WESTで。

千綿偉功 カオル 大森洋平


